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広　報 広　報 広　報 主 な 記 事 
15年度の決算まとまる　　 2・3面 
老人などを対象に医療費を助成 3面 
民生委員児童委員が決まる 4面 
ファミリーサポートの会員募集 4面 
留守家庭児童会の入会児募集 4面 
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広報きょうたなべは、古紙配合率100％
再生紙と大豆油インクを使用しています

男  29，118人（+30）�

平成16年12月1日現在　（　）は前月との比較�

市の人口�市の人口�

女  30，250人（+46）�
合計  59，368人（+76）�

世帯数  22，122世帯（+27）�

新
た
な
地
で
市
民
生
活
守
る

市
は
第
３
次
総
合
計
画
の

策
定
に
向
け
、
今
後
の
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
た
積
極
的
な

ご
意
見
・
ご
提
案
を
市
民
の

み
な
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
、

計
画
づ
く
り
に
生
か
す
た

め
、
市
民
意
見
募
集
を
行
い

ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
そ
の
結
果

の
概
要
と
い
た
だ
い
た
提
案

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

募
集
方
法
＝
市
民
意
見
募

集
用
紙
を
全
戸
配
布
・
公
共

施
設
な
ど
に
設
置
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
意
見
募
集
を
行

問合せ先＝環境衛生センター甘南備園（�62-4328）�

問合せ先＝環境衛生センター緑泉園�
　　　　　（�63-1748）�

◎年末年始の臨時収集は
非常に混み合いますので、
お早めに次の委託業者へ
連絡してください。　�

城南衛生�　　　�62-1865�
平安衛生開発�　�62-1732

環境衛生センター甘南備園と同センター緑泉園は、年末年始の「ごみ・
し尿」の収集を次のとおり行います。ご協力ください。�

委　　託　　業　　者�

その他のごみ�

1月5日�から�

月・木の�
地　域�
火・金の�
地　域�

燃やす�
ご　み�

12月31日�～�
　　1月4日��

12月28日�と30日�に収集�

12月27日�と29日�に収集�

ごみカレンダーどおりの収集�

平常どおりの収集�

休　　業�

12月29日�まで�

1月5日�から�

12月30日�～�
　　1月4日��

平常どおりの収集�

平常どおりの収集�

休　　業�

ご
　
　
　
み

ご
　
　
　
み�

ご
　
　
　
み�

し
　
尿

し
　
尿�

し
　
尿�

◎
「
ト
レ
イ
」
と
「
紙
パ
ッ
ク
」

は
、
１２
月
２７
日
�
か
ら
１
月
４

日
�
ま
で
は
、
拠
点
回
収
箱
に

出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。�

◎
ご
み
は
、
収
集
日
の
当
日

の
朝
９
時
ま
で
に
、
決
め
ら

れ
た
場
所
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。�

第3次京田辺市総合計画�第3次京田辺市総合計画�

第
３
次
京
田
辺
市
総
合
計
画

第
３
次
京
田
辺
市
総
合
計
画�

第
３
次
京
田
辺
市
総
合
計
画

第
３
次
京
田
辺
市
総
合
計
画�

第
３
次
京
田
辺
市
総
合
計
画�

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
…

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
…
⑫�

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
…
⑫�

表１ 分類別提案数�
１２０
�

９０
�

６０
�

３０
�

０�

8

62

41

122

48

84

57

17
6

36
41

17

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・�

　
　
　
　
平
和�

健
康
・
福
祉�

安
全
・
安
心�

暮
ら
し
の
基
盤�

産
業�

自
然
共
生
・
景
観�

教
育�

交
流
・
連
携�

市
民
参
画�

行
財
政
改
革�

ま
ち
づ
く
り
全
般�

そ
の
他�

（件）�

�

　市は、12月30日�から平成17年1月4日�まで、業務を休ませ
ていただきます。1月5日�から平常どおり業務を行います。�
　年末年始の主な施設やごみ収集の業務は、次のとおりです。�
　ご迷惑をおかけしますが、よろしくお願いします。�

年末年始は市役所 休みます�

北部住民センター (�63-7955) 
中部住民センター (�64-8810)

三山木福祉会館 (�62-0571)

中央公民館　(�62-2552)

田辺公園などの有料運動施設 
(田辺中央体育館　�62-1501)

中央図書館　(�65-2500) 
北部分室・中部分室を含みます 

田辺中央体育館 (�62-1501)

野外活動センター (�62-2816)

田辺公園プール (�65-3113)

市役所庁舎　(�63-1122�)

12/ 
 27 
� 

田辺児童館　普賢寺児童館　南山こどもセンター 
 (�63-1081)  (�65-0153)  (�62-4458)

施 設 名  

老人福祉センター常磐苑 
　　　　　　　(�62-3643)

三山木老人いこいの家(�68-2170)

社会福祉センター(�65-4961)

福祉センター　(�62-0457)

1/ 
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� 

12/ 
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� 

12/ 
 29 
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 30 
� 

12/ 
 31 
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1/ 
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1/ 
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1/ 
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使用申請事務は12月30日�～1月4日�休みます�

＝休業日�

っ
た
。
実
施
期
間
は
、
４
月

２５
日
〜
７
月
３１
日

投
函
数
＝
▼
市
民
意
見
募

集
用
紙
…
１
３
０
件
▼
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
…
４０
件

延
べ
提
案
数
＝
５
３
９
件

分
類
別
提
案
数
＝
表
１
の

と
お
り

分
類
別
の
主
な
意
見
・
提

案
の
要
旨
＝
表
２
の
と
お
り

く
わ
し
い
提
案
内
容
は
、

政
策
推
進
課
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

表2　分類別の主な意見・提案の要旨�
○公民館の活用を軸として、住民がそれぞれの知識・経験を生かし、ニーズに沿ったボ
　ランティア活動が展開できる「ささえあい隊」の仕組みを＝コミュニティ・平和�
○老人が暮らしやすいまち・安心して老後が暮らせるまちづくり（生きがいづくり、バ
　リアフリー、生活利便性向上）＝健康・福祉�
○歩行者のことを視野に入れた子どもたちや高齢者にやさしいまちづくり＝安全・安心�
○市営施設間の循環バスの運行（無料または割り引き）、私営バスの割り引き＝暮らしの基盤�
○農業を生かした観光施策、市民と農家の交流促進を＝産業�
○市街地景観「美しい家並みや緑があり、人々が輝いている」＝自然共生・景観�
○伝統をPR、地域の人に触れてもらい、まちを愛してもらう＝教育�
○若い方を政策立案過程に参加させることや、テーマを絞った形での座談会の設定な
　ど、ダイナミックな活動ができる仕掛けを＝交流・連携�
○若者と高齢者がともに参加と協働で熱く生きる人間のまち＝市民参画�
○災害に強いまちづくりと公共施設が利用しやすい快適な住環境づくりのために、行
　政地図データのデジタル化を早期に実現を＝行財政改革�
○自然や歴史的な魅力を他の地域、次の世代に発信することにより活性化を図る＝ま
　ちづくり全般�
○玉露や抹茶の大茶会の開催など既存のものを有効活用してまちの活性化を図るべき
　＝その他�

田辺駅前交番が移設�田辺駅前交番が移設�

団は新しい年に向け市内パトロール

水取に臨時消防詰め所設置

い
た
だ
い
た
貴
重
な
提
案
な
ど
紹
介

市
民
か
ら

意
見
募
集

消
防
署
と
消
防
団
は
「
市
民
の
み
な

さ
ん
が
よ
い
年
の
暮
れ
を
送
り
、
ご
家

族
お
そ
ろ
い
で
新
し
い
年
を
迎
え
ら
れ

る
よ
う
に
」
と
の
願
い
か
ら
年
末
警
戒

を
行
い
ま
す
。

消
防
署
は
、
１２
月
２１
日
�
〜
２５
日
�

の
午
後
７
時
３０
分
か
ら
１１
時
ま
で
、
南

部
拠
点
と
し
て
水
取
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
に
臨
時
詰
め
所
を
設
置
。
消
防

署
・
北
部
分
署
と
と
も
に
災
害
の
警
戒

強
化
や
消
防
相
談
、
巡
回
広
報
、
水
利

障
害
・
通
行
障
害
の
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
消
防
団
は
、
１２
月
２６
日
�
〜

２９
日
�
の
午
後
９
時
か
ら
翌
日
の
午
前

１
時
ま
で
、
市
内
各
地
で
防
火
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
を
実
施
。
警
戒
態
勢
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
消
防
署
（
�
６３
・
１
１

２
５
）

新
し
い
田
辺
駅
前
交
番
が

完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
交
番
は
、
今
ま
で
の

交
番
が
道
路
工
事
の
支
障
と

な
る
こ
と
と
、
地
域
の
み
な

さ
ん
が
京
田
辺
駅
と
新
田
辺

駅
と
に
挟
ま
れ
た
場
所
へ
の

移
設
を
強
く
望
ま
れ
た
こ
と

か
ら
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
京
都

田
辺
前
の
市
有
地
（
今
ま
で

の
交
番
か
ら
東
へ
２
５
０

�
）
に
、
市
が
建
設
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

開
所
日
と
な
っ
た
１２
月
９

日
に
は
、
田
辺
地
域
の
各

区
・
自
治
会
の
代
表
者
ら
５０

人
が
見
守
る
中
、
久
村
哲
市

長
か
ら
田
辺
警
察
署
の
藏
内

義
光
署
長
へ
交
番
の
鍵
が
渡

さ
れ
、
新
た
な
地
で
市
民
生

活
を
守
る
業
務
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

住
所
＝
田
辺
中
央
一
丁
目

２
・
２

電
話
番
号
＝
６２
・
３
６
１

７
（
今
ま
で
と
同
じ
で
す
）

新しい田辺駅前交番の鍵を久村市長㊧か
ら受け取る藏内田辺警察署長（12月9日）

D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
D
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広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０

１
３
２
０
）
へ
）
へ�

�

広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ

げ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
広
報
広

聴
課
（
@
６４
・
１
３
２
０
）
へ�

お
　
知
　
ら
　
せ�

★中央図書館・北部分室（北部住民センター内）・
中部分室（中部住民センター内）で借りられた
本も、移動図書館で返すことができます。�
★貸出券は中央図書館・北部分室・中部分室で共
通して使えます。�
★その場で貸出券をお作りしますのでお気軽にご
利用ください。�

南山東�
高　木�
興　戸�

3:40～4:10
4:20～4:50興戸公民館西200m

松　井�

宮ノ口�

健康村�

江　津�
出垣内�

3:00～3:30
3:40～4:10

打　田� 4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

4:20～4:50

4:20～4:50
3:40～4:10

3:40～4:10

3:00～3:30

3:00～3:30

多々羅公民館西側�

健康村公民館前�

打田公民館前�
松井里ケ市公園東50m

3:00～3:30

高船農産加工センター前�
天王バス停前�

南山公園�

三山木幼稚園横�

高木公民館前�

宮ノ口白山公園�
江津公民館前�

高　船�

飯　岡�
山　本�
水　取�

多々羅�
普賢寺公民館前�

天　王�

水取公民館前�
山本出荷場精米所前�

新興戸公民館北50m新興戸�
飯岡バス停�

普賢寺�

13

20

4:20～4:50

19

巡回日�

18

12

14��

3:00～3:30
3:40～4:10

巡回時間�地区名� 駐 車 場 所 �

火
　
曜
　
日�

木
　
曜
　
日�

水
　
曜
　
日�

曜日�

平成17年1月の移動図書館『かんなび号』巡回表�

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

人
権
擁
護
委
員
に

小
畠
氏
を
適
任

１２
月
６
日
に
開
か
れ
た
市

議
会
定
例
会
で
、
議
会
は
人

医
療
従
事
者
は

資
格
届
け
出
を

今
年
度
は
、
法
律
規
定
に

よ
り
医
療
従
事
者
な
ど
の
資

格
を
有
す
る
人
の
２
年
ご
と

の
届
け
出
の
年
で
す
。

該
当
す
る
人
は
、
届
け
出

を
し
て
く
だ
さ
い
。

資
格
な
ど
の
区
分
・
届
け

出
先
＝
▼
す
べ
て
の
医
師
、

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
・
山
城

北
保
健
所
（
�
２１
・
２
１
９

９
）
▼
歯
科
衛
生
士
、
歯
科

技
工
士
で
１２
月
３１
日
�
現

在
、
府
内
を
就
業
地
と
し
て

業
務
し
て
い
る
人
・
府
医
療

室
（
�
０
７
５
・
４
１
４
・

４
７
４
９
）
▼
保
健
師
、
助

産
師
、
看
護
師
、
准
看
護
師

で
１２
月
３１
日
�
現
在
、
京
都

市
内
を
就
業
地
と
し
て
業
務

し
て
い
る
人
・
府
医
療
室

（
�
０
７
５
・
４
１
４
・
４

日
常
生
活
で
、
家
の
中
や

そ
の
周
辺
で
発
生
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
音
を
生
活
騒
音
と
い

い
ま
す
。
市
へ
よ
く
苦
情
が

寄
せ
ら
れ
ま
す
が
、
内
容
も

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

具
体
的
に
は
、
①
音
響
機

器
か
ら
の
騒
音
②
住
宅
機
器

や
設
備
か
ら
の
騒
音
③
ペ
ッ

ト
か
ら
の
騒
音
④
農
業
用
機

械
の
騒
音
や
自
動
車
の
ア
イ

ド
リ
ン
グ
、
集
合
住
宅
の
上

下
階
の
物
音
な
ど
が
あ
り
ま

す
。苦

情
の
原
因
と
な
る
生
活

音
を
ど
の
程
度
感
じ
る
か

は
、
そ
の
音
を
出
し
て
い
る

家
や
人
と
の
付
き
合
い
の
程

度
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
。

７
４
９
）
▼
保
健
師
、
助
産

師
、
看
護
師
、
准
看
護
師
で

１２
月
３１
日
�
現
在
、
京
都
市

内
以
外
の
府
内
を
就
業
地
と

し
て
業
務
し
て
い
る
人
・
山

城
北
保
健
所
（
�
２１
・
２
１

９
９
）
▼
調
理
師
で
１２
月
３１

日
�
現
在
、
府
内
を
就
業
地

と
し
て
調
理
し
て
い
る
人
・

山
城
北
保
健
所
（
�
２１
・
２

９
１
２
）

し
め
き
り
＝
平
成
１７
年
１

月
１４
日
�

問
合
せ
先
＝
山
城
北
保
健

所
（
�
２１
・
２
１
９
９
）

つ
ま
り
は
、
ご
近
所
の
人

と
の
お
付
き
合
い
を
大
切
に

し
、
よ
り
良
い
隣
人
関
係
を

作
る
こ
と
が
生
活
騒
音
に
よ

る
ト
ラ
ブ
ル
を
減
ら
す
こ
と

に
つ
な
が
り
ま
す
。

被
害
を
感
じ
た
ら
、
ガ
マ

ン
せ
ず
に
早
め
に
さ
り
げ
な

く
理
解
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、苦
情
を
言
わ
れ
た
ら
、

感
情
的
に
な
ら
ず
誠
意
を
も

っ
て
話
し
合
い
に
応
じ
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ゆ
ず
り
あ
い
の
気
持
ち
で

話
し
合
い
理
解
を
求
め
あ
う

こ
と
が
大
切
で
す
。

問
合
せ
先
＝
生
活
環
境
課

（
�
６４
・
１
３
６
６
）

福祉医療制度の概要�

障害者�

医療�

制度名�

老人医療�

・身体障害者手帳1級または2級を持っている人�
・療育手帳Aを持っている人�
・療育手帳B（b1）と身体障害者手帳3級を持
　っている人�
・精神障害者の人で障害基礎年金1級または2
　級を受けている人�

対 象 者 �
・65～69歳の人で次のいずれかに該当する人�
　①ひとり暮らしの人（所得制限あります）�
　②満60歳以上の人だけで構成する世帯の人
　（所得制限あります）�
　③所得税が課せられていない世帯の人�

母子医療�

助成内容�

健康保険で
受診した時
の自己負担
分を一部助
成�

・母子家庭で18歳以下（高校3年卒業まで）
　の子どもとその母親�

健康保険で

受診した時

の自己負担

分を助成�

医
療
費
助
成
し
ま
す

市
は
、
右
表
に
該
当
す
る

人
を
対
象
に
、
医
療
費
の
助

成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、「
福
祉
医
療
費
受

ゆ
ず
り
あ
い
の
気
持
ち
大
切
に

住
ま
い
の
音
に
気
配
り

ひ
だ
ま
り
の
会

社
会
福
祉
協
議
会
は
、
ひ

だ
ま
り
の
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
１２
月
２１
日
�
午
後

１
時
２０
分
〜
３
時

場
所
＝
府
立
洛
南
寮

対
象
＝
市
内
に
在
住
す
る

高
齢
者

内
容
＝
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

た
い
あ
っ
ぷ
住
宅
の

入
居
希
望
者
を
募
集

府
住
宅
供
給
公
社
は
、

「
た
い
あ
っ
ぷ
住
宅
（
京
都

府
中
堅
勤
労
者
向
け
公
共
賃

貸
住
宅
）」
の
入
居
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。「
た
い
あ

っ
ぷ
住
宅
」
と
は
、
府
が
家

賃
の
一
部
を
一
定
期
間
補
助

す
る
こ
と
で
入
居
者
の
家
賃

を
軽
減
す
る
、
民
間
の
賃
貸

住
宅
の
こ
と
で
す
。

募
集
す
る
住
宅
＝
▼
レ
ス

ト
プ
レ
イ
ス
西
川
（
田
辺
中

央
六
丁
目
７
・
３
）
▼
プ
レ

ス
テ
ー
ジ
壱
番
館
（
田
辺
中

央
三
丁
目
３
・
１
）
▼
サ
ン

ス
を
作
り
ま
す

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

福
祉
協
議
会
（
�
６２
・
２
２

２
２
）

フ
ロ
ー
ラ
イ
タ
（
田
辺
中
央

六
丁
目
７
・
１
）
▼
ス
マ
イ

ル
オ
ー
キ
ッ
ト
（
河
原
北
口

４３
）受

付
方
法
＝
先
着
順

所
得
制
限
な
ど
の
入
居
資

格
・
家
賃
の
減
額
制
度
が
あ

り
ま
す
。
た
だ
し
、
自
家
所

有
者
や
現
在
「
た
い
あ
っ
ぷ

平
成
１５
年
度
一
般
会
計
と

８
つ
の
特
別
会
計
の
決
算
が

ま
と
ま
り
ま
し
た
。
市
は
、

依
然
続
く
厳
し
い
台
所
事
情

の
な
か
、
限
ら
れ
た
財
源
を

よ
り
効
率
的
に
活
用
し
、
住

民
福
祉
の
向
上
や
誰
も
が
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
多
く

の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。

８
つ
の
会
計
で
黒
字

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、

歳
入
が
２
１
２
億
３
千
５
５

４
万
９
千
円
に
対
し
、
歳
出

は
２
０
７
億
５
千
９
３
９
万

４
千
円
。
こ
の
う
ち
次
年
度

へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
３
億

２
千
９
６
５
万
４
千
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
１

億
４
千
６
５
０
万
１
千
円
の

黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
特
別
会
計
の
決
算

前
年
度
と
比
べ
て

１１
億
７
千
万
の
減

歳
出
は
２
０
７
億
５
千
９

３
９
万
４
千
円
で
、
１４
年
度

と
比
べ
１１
億
７
千
４
３
１
万

７
千
円
（
対
前
年
度
比
５
・

４
�
）
減
り
ま
し
た
。

主
な
歳
出
は
、
都
市
基
盤

整
備
な
ど
の
投
資
的
経
費
が

４８
億
３
千
５０
万
８
千
円
（
構

市
税
収
入
が
伸
び
ず

歳
入
は
、
１４
年
度
と
比
べ

１２
億
２
千
３
１
８
万
９
千
円

昨
年
度
の
水
道
事
業
は
、

給
水
件
数
は
増
え
ま
し
た

が
、
冷
夏
と
節
水
意
識
が
普

及
し
た
こ
と
か
ら
１
件
当
た

り
の
使
用
水
量
が
減
り
、
給

水
収
益
が
減
少
す
る
と
い
う

厳
し
い
経
営
状
況
と
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
よ
り
安

全
・
安
心
で
安
定
し
た
水
道

水
供
給
の
た
め
、
計
画
的
に

送
配
水
管
を
整
備
。
ま
た
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
「
水
道

事
業
経
営
懇
談
会
」
を
４
回

開
き
ま
し
た
。

１５
年
度
末
の
給
水
件
数

は
、１
万
７
千
３
５
６
件
で
、

対
前
年
度
比
３
７
４
件
の
増

で
、
年
間
総
配
水
量
は
７
５

１
万
８
千
５
６
８
立
方
�

お
詫
び

毎
月
１５
日
号
に
掲
載
し
て

い
る
「
よ
う
こ
そ
市
民
課

へ
！
」
と
「
新
し
い
本
の
紹

介
」
・
「
生
活
環
境
に
関
す

る
話
題
」
は
、
紙
面
の
都
合

に
よ
り
、
休
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

給
者
証
」
を
持
っ
て
い
な
い

人
で
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

人
は
申
請
を
し
て
く
だ
さ

い
。申

請
・
問
合
せ
先
＝
高
齢

介
護
課（
�
６４
・
１
３
７
４
）

権
擁
護
委
員
に
小
畠
壽
子
さ

ん
（
６４
）
＝
大
住
関
屋
を
適

任
と
し
ま
し
た
。

市
は
こ
れ
を
受
け
て
、
同

氏
を
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
と
し
て
、
法
務
大
臣
に
推

せ
ん
し
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
人
権
啓
発
課

（
�
６４
・
１
３
３
６
）

住
宅
」
に
入
居
さ
れ
て
い
る

人
は
、
申
し
込
む
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

受
け
付
け
日
は
、
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
、
毎
日

で
す
。

受
付
・
問
合
せ
先
＝
府
住

宅
供
給
公
社
（
�
０
７
５
・

４
３
２
・
２
０
８
６
）

会 計 区 分 �

合 計 �

一 般 会 計 �

1,593,088
（1,305）�
1,305

91,893

33,075,919
（473,910）�
140,742

2,575,294
（386）�
386

20,759,39421,235,549
（476,155）�
146,501

10,39510,499

21,518

3,538,171

3,637,599

歳 出 �実質収支額�歳 入 �

介 護 保 険 �

農業集落排水事業�

公共下水道事業�

松 井 財 産 区 �

休日応急診療所�

老 人 保 健 �

特

別

会

計

�

国民健康保険�

各会計の収支状況�（　）内は差引額（単位：千円）�

1,591,783

372,308
（3,562）�

48産 業 立 地 � 368,746

91,869

32,602,009

2,574,908

21,078

3,564,754

3,619,082

（104）�
104

（△26,583）�
△26,583
（18,517）�
18,517
（440）�
440

（24）�
24

※本表は各項目において表示単位未満を四捨五入した�
もので、合計に一致しない場合があります。�

平成15年度�
歳出決算額�

20,759,394千円千円�

議会費議会費�
203,634203,634千円　千円　1.01.0％�
労働費労働費�
16,85316,853千円　千円　0.10.1％�
商工費商工費�
79,32979,329千円　千円　0.40.4％�
諸支出金諸支出金�
4141千円　千円　0.00.0％�
災害復旧費災害復旧費�
4,3854,385千円　千円　0.00.0％�

農林水産業費�
467,656千円�
2.3％�

＜歳出の状況＞�

平成15年度�
歳出決算額�

20,759,394千円�

※本表は各項目において表示単位未満を四捨五入�
したもので、合計に一致しない場合があります。�

議会費�
203,634千円　1.0％�
労働費�
16,853千円　0.1％�
商工費�
79,329千円　0.4％�
諸支出金�
41千円　0.0％�
災害復旧費�
4,385千円　0.0％�

総務費総務費�
2,365,3242,365,324千円千円�
11.411.4％�

民生費民生費�
4,758,9724,758,972千円千円�
22.922.9％�

衛生費衛生費�
1,592,2661,592,266千円千円�
7.77.7％�

公債費公債費�
2,371,0972,371,097千円千円�
11.411.4％�

教育費教育費�
2,387,7002,387,700千円千円�
11.511.5％�

消防費消防費�
1,123,4831,123,483千円千円�
5.45.4％�

土木費土木費�
5,388,6545,388,654千円千円�
26.026.0％�

総務費�
2,365,324千円�
11.4％�

民生費�
4,758,972千円�
22.9％�

衛生費�
1,592,266千円�
7.7％�

公債費�
2,371,097千円�
11.4％�

教育費�
2,387,700千円�
11.5％�

消防費�
1,123,483千円�
5.4％�

土木費�
5,388,654千円�
26.0％�

＜歳入の状況＞�

平成15年度�
歳入決算額�

21,235,549千円�

繰入金�
706,625千円�
3.3％�

※本表は各項目におい�
て表示単位未満を四捨�
五入したもので、合計�
に一致しない場合があ�
ります。�

財産収入�
86,882千円�
0.4％�

分担金及び負担金�
313,339千円　1.5％�
使用料及び手数料�
430,905千円　2.0％�

繰越金�
525,027千円 2.5％�
諸収入�
449,293千円 2.1％�

市債市債�
3,030,4003,030,400千円千円�
14.314.3％�

国庫支出金国庫支出金�
2,704,5662,704,566千円千円�
11.111.1％�

地方交付金地方交付金�
2,359,2872,359,287千円千円�

11.111.1％�

地方交付税�
2,359,287千円�

11.1％�

地方贈与税地方贈与税�
198,072198,072千円　千円　0.90.9％�
利子割交付金利子割交付金�
89,39389,393千円　千円　0.40.4％�
ゴルフ場利用税交付金ゴルフ場利用税交付金�
23,53923,539千円　千円　0.10.1％�
自動車取得税交付金自動車取得税交付金�
130.168130.168千円　千円　0.60.6％�
国有提供施設等所在国有提供施設等所在�
　市町村助成交付金市町村助成交付金�
13,76013,760千円　千円　0.10.1％�
交通安全対策特別交付金交通安全対策特別交付金�
11,66711,667千円　千円　0.10.1％�

府
支
出
金�

９
３
５
、
０
９
６
千
円
　
４
・
４
％�

地方消費税交付金�
532,065千円  2.5％�
地方特例交付金�
302,315千円  1.4％�

市
税
市
税�

８
、
２
４
８
、
７
９
９
千
円

８
、
２
４
８
、
７
９
９
千
円�

３８
・
８
％

・
８
％�

市債�
3,030,400千円�
14.3％�

国庫支出金�
2,704,566千円�
12.7％�

地方譲与税�
198,072千円　0.9％�
利子割交付金�
89,393千円　0.4％�
ゴルフ場利用税交付金�
23,539千円　0.1％�
自動車取得税交付金�
130.168千円　0.6％�
国有提供施設等所在�
　市町村助成交付金�
13,760千円　0.1％�
交通安全対策特別交付金�
11,667千円　0.1％�

市
税�

８
、
２
４
８
、
７
９
９
千
円�

３８
・
８
％�

寄
附
金�

１
４
４
、
３
５
１
千
円�

０
・
７
％�

市�

で�

徴�

収�

な�

ど�

国�・�
府�

か�

ら�

交�

国�・�
府�

か�

ら�

交�

の�

付�

の�

付�

15年度決算まとまる�15年度決算まとまる�

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
７

つ
の
会
計
（
松
井
財
産
区
・

国
民
健
康
保
険
・
休
日
応
急

診
療
所
・
公
共
下
水
道
事

業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
・

介
護
保
険
・
産
業
立
地
）
は

黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、
老

人
保
健
特
別
会
計
は
２
千
６

５
８
万
３
千
円
の
赤
字
と
な

り
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
決
算
状
況

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

く
わ
し
く
は
、
財
政
課

（
�
６４
・
１
３
１
２
）
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
▼
自
己
水
…
４
９
９
万
２

千
８
０
３
立
方
�
〈
６６
・
４

�
〉
▼
府
営
水
…
２
５
２
万

５
千
７
６
５
立
方
�
〈
３３
・

６
�
〉）
で
前
年
度
と
比
べ

０
・
７
％
増
と
な
り
ま
し

た
。水

道
事
業
収
益
は
、
１４
億

７
千
２
０
１
万
１
千
円
で
前

年
度
と
比
べ
、
１
千
３
９
８

万
２
千
円
（
対
前
年
度
比

１
・
０
�
）
増
加
と
な
り
ま

し
た
。

営
業
収
益
は
、
給
水
収
益

が
６
５
６
万
９
千
円
減
少
し

た
こ
と
か
ら
、
７
１
９
万
４

千
円
（
同
０
・
７
�
）
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
一
方
、
営

業
外
収
益
で
は
、
基
金
収
益

が
増
え
た
こ
と
か
ら
、
２
千

１
４
７
万
１
千
円
（
同
６
・

１
�
）
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。水

道
事
業
費
用
は
、
１４
億

６
千
６
４
８
万
９
千
円
で
前

年
度
と
比
べ
１
千
８
５
２
万

９
千
円
（
同
１
・
３
�
）
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

営
業
費
用
で
は
、
原
水
お

よ
び
浄
水
費
、受
託
工
事
費
、

総
係
費
な
ど
が
減
っ
た
こ
と

で
、
５２
万
円
（
同
０
・
０
４

�
）
の
減
少
と
な
り
ま
し
た

が
、
営
業
外
費
用
が
、
積
立

金
の
増
加
に
よ
り
、
１
千
８

３
３
万
３
千
円
（
同
１１
・
９

�
）の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
の
状
況
は
、

１４
年
度
の
繰
越
額
を
含
め
た

決
算
額
が
、
資
本
的
収
入
で

４
億
９
千
２
４
６
万
８
千

円
、
資
本
的
支
出
は
７
億
８

千
４
１
６
万
４
千
円
と
な
り

ま
し
た
。
資
本
的
収
入
が
資

本
的
支
出
に
対
し
て
不
足
す

る
額
２
億
９
千
１
６
９
万
６

千
円
は
、
過
年
度
分
損
益
勘

定
留
保
資
金
で
補
て
ん
し
ま

し
た
。

問
合
せ
先
＝
水
道
部
（
�

６２
・
０
４
１
４
）

安
定
給
水
を
め
ざ
し

減
り
、
２
１
２
億
３
千
５
５

４
万
９
千
円
（
対
前
年
度
比

５
・
３
�
減
）
と
な
り
ま
し

た
。全

収
入
の
３８
・
８
�
を
占

め
る
市
税
収
入
は
８２
億
４
千

８
７
９
万
９
千
円
で
、
前
年

度
よ
り
１
億
７
千
２
８
１
万

６
千
円
（
同
２
・
１
�
）
減

り
ま
し
た
。

市
税
収
入
の
主
な
も
の

は
、
市
民
税
が
３４
億
５
１
３

万
３
千
円
（
同
３
・
１
�

減
）、
固
定
資
産
税
が
３８
億

１
千
１
３
４
万
円
（
同
１
・

４
�
減
）、
都
市
計
画
税
が

６
億
８
千
２
３
６
万
円
（
同

１
・
９
�
減
）
と
な
り
、
市

た
ば
こ
税
は
２
億
９
千
２
３

３
万
４
千
円
（
同
４
・
９
�

増
）
と
な
り
ま
し
た
。

市
税
以
外
の
主
な
収
入
で

は
、
地
方
交
付
税
が
２３
億
５

千
９
２
８
万
７
千
円
（
同

１２
・
６
�
減
）、
国
か
ら
の

支
出
金
が
２７
億
４
５
６
万
６

千
円
（
同
４９
・
２
�
増
）、

府
か
ら
の
支
出
金
が
９
億
３

千
５
０
９
万
６
千
円
（
同

２
・
６
�
増
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。

国
な
ど
か
ら
事
業
資
金
と

し
て
長
期
融
資
を
受
け
た
市

債
は
、
３０
億
３
千
４０
万
円

（
同
２９
・
４
�
減
）
で
す
。

歳

入�

歳

入� 歳

出�

歳

出�

成
比
２３
・
３
�
）。
消
費
的

経
費
の
う
ち
人
件
費
は
５３
億

５
千
１
９
０
万
円
（
同
２５
・

８
�
）、
備
品
購
入
や
管
理

運
営
な
ど
の
物
件
費
が
２５
億

３
千
４
９
２
万
１
千
円
（
同

１２
・
２
�
）
で
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
地
方
債
の
元

金
償
還
金
や
利
子
な
ど
の
支

払
い
に
要
す
る
経
費
と
な
る

公
債
費
が
２３
億
７
千
１
０
９

万
７
千
円
（
同
１１
・
４
�
）、

積
立
金
が
３
億
６
千
４
１
１

万
４
千
円
（
同
１
・
８
�
）

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
。

１５
年
度
に
行
っ
た
主
な
事

業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

民
生
費�

衛
生
費�

労
働
費�

農
林
水
産
業
費�

商
工
費�

土
木
費�

消
防
費�

教
育
費�

総
務
費

総
務
費�

総
務
費�

民
生
費�

衛
生
費�

労
働
費�

農
林
水
産
業
費�

商
工
費�

土
木
費�

消
防
費�

教
育
教
育
費�

総
務
費�

教
育
費�

民
生
費�

衛
生
費�

労
働
費�

農
林
水
産
業
費�

商
工
費�

土
木
費�

消
防
消
防
費�

教
育
費�

総
務
費�

消
防
費�

民
生
費�

衛
生
費�

労
働
費�

農
林
水
産
業
費�

商
工
費�

土
木
土
木
費�

消
防
費�

教
育
費�

総
務
費�

土
木
費�

民
生
費�

衛
生
費�

労
働
費�

農
林
水
産
業
費�

商
工
商
工
費�

土
木
費�

消
防
費�

教
育
費�

総
務
費�

商
工
費�

民
生
費�

衛
生
費�

労
働
費�

農
林
水
産
業

農
林
水
産
業
費�

商
工
費�

土
木
費�

消
防
費�

教
育
費�

総
務
費�

農
林
水
産
業
費�

民
生
費�

衛
生
費�

労
働
労
働
費�

農
林
水
産
業
費�

商
工
費�

土
木
費�

消
防
費�

教
育
費�

総
務
費�

労
働
費�

民
生
費�

衛
生
衛
生
費�

労
働
費�

農
林
水
産
業
費�

商
工
費�

土
木
費�

消
防
費�

教
育
費�

総
務
費�

衛
生
費�

民
生
民
生
費�

衛
生
費�

労
働
費�

農
林
水
産
業
費�

商
工
費�

土
木
費�

消
防
費�

教
育
費�

総
務
費�

民
生
費�

◇
市
民
に
平
和
の
尊
さ
を

訴
え
る
と
と
も
に
、
平
和
意

識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
、「
平
和
の
つ
ど
い
・

平
和
展
」
を
開
い
た

◇
市
民
無
料
法
律
相
談
を

月
２
回
実
施
。
利
用
さ
れ
た

市
民
の
問
題
解
決
に
努
め
た

◇
平
成
１８
年
度
の
ス
タ
ー

ト
を
め
ざ
し
、
現
在
策
定
し

て
い
る
第
３
次
総
合
計
画
の

基
礎
調
査
を
行
っ
た

◇
各
区
・
自
治
会
管
理
分

の
防
犯
灯
に
対
し
、
電
気
料

金
を
全
額
補
助
し
た

◇
三
山
木
福
祉
会
館
に
、

住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書

な
ど
の
発
行
が
で
き
る
市
民

課
南
部
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

を
設
置
し
た

◇
市
民
の
人
権
問
題
に
対

す
る
正
し
い
知
識
を
広
め
る

と
と
も
に
、
人
権
尊
重
思
想

の
普
及
高
揚
を
図
ろ
う
と
、

人
権
啓
発
に
関
す
る
研
修
会

を
開
い
た

◇
就
学
前
ま
で
の
乳
幼
児

に
医
療
費
の
助
成
を
行
い
、

乳
幼
児
の
健
康
保
持
と
福
祉

向
上
に
努
め
た

◇
環
境
美
化
に
対
す
る
市

民
の
意
識
高
揚
を
図
る
た

め
、
市
民
一
斉
清
掃
を
６
月

と
９
月
に
行
っ
た

◇
ご
み
減
量
化
を
進
め
る

た
め
、
家
庭
生
ご
み
自
家
処

理
用
器
等
設
置
費
を
補
助

◇
自
転
車
放
置
禁
止
区
域

内
の
自
転
車
撤
去
を
行
い
、

交
通
の
円
滑
化
と
環
境
の
整

備
を
図
っ
た

◇
特
産
の
お
茶
を
多
く
の

人
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

茶
ま
つ
り
を
開
き
、
茶
の
消

費
拡
大
と
茶
業
の
振
興
に
努

め
た◇

市
民
記
念
植
樹
祭
や
誕

生
記
念
樹
の
配
布
・
生
垣
設

置
者
へ
の
補
助
を
行
い
、
緑

◇
市
道
の
整
備
・
改
良
を

行
う
こ
と
で
、
市
民
の
生
活

環
境
の
改
善
を
図
っ
た

◇
河
川
改
修
を
行
い
、
出

水
時
の
住
宅
地
へ
の
浸
水
、

農
地
へ
の
冠
水
な
ど
の
防
止

を
図
っ
た

◇
三
山
木
地
区
で
鉄
道
と

道
路
と
の
平
面
交
差
に
よ
る

慢
性
的
な
交
通
渋
滞
の
解
消

の
た
め
、
近
鉄
京
都
線
の
高

架
化
工
事
を
進
め
た

◇
田
辺
公
園
花
見
山
や
多

目
的
運
動
広
場
の
公
衆
ト
イ

◇
防
火
対
策
物
や
危
険
物

施
設
な
ど
へ
査
察
を
行
い
、

火
災
危
険
な
ど
の
排
除
に
努

め
た◇

英
語
指
導
助
手
を
２
人

採
用
し
、
３
中
学
校
で
英
語

授
業
の
補
助
な
ど
を
行
っ
た

◇
夏
季
の
教
室
は
高
温
と

な
る
こ
と
か
ら
、
児
童
生
徒

の
健
康
管
理
な
ど
の
た
め
に

扇
風
機
を
設
置
し
た

◇
市
民
の
生
涯
に
わ
た
る

多
様
な
学
習
活
動
の
拡
充
を

図
る
た
め
、
同
志
社
大
学
と

い
っ
し
ょ
に
公
開
講
座
「
京

た
な
べ
・
同
志
社
ヒ
ュ
ー
マ

ン
カ
レ
ッ
ジ
」
を
開
い
た

◇
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
意
欲

に
応
え
る
た
め
、
体
育
館
設

備
の
充
実
を
図
っ
た

化
推
進
に
努
め
た

◇
消
費
生
活
講
座
を
開

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

学
習
の
場
を
提
供
し
た

◇
不
況
対
策
緊
急
事
業
と

し
て
、
市
民
が
自
己
に
居
住

す
る
住
宅
な
ど
を
市
内
の
施

工
業
者
で
改
修
な
ど
を
行
う

場
合
に
そ
の
経
費
の
一
部
を

助
成
す
る
こ
と
で
市
民
の
消

費
を
促
し
市
内
産
業
の
活
性

化
を
図
っ
た

レ
を
整
備
し
た

歳

出�

歳

出�

一
般
会
計
は
１
億
４
千
万
の
黒
字

安全で安心して暮らせるまちへ

計
画
的
に
送
配
水
管
な
ど
の
整
備

水道事業

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F



平成16年（2004年）12月15日 ＜ 4  ＞

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い

人
と
行
い
た
い
人
と
が
そ
れ

ぞ
れ
会
員
に
な
り
、
互
い
に

育
児
を
助
け
合
う
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の

活
動
（
育
児
の
相
互
援
助
活

動
）
が
、
１２
月
１
日
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
す
で
に
会
員

数
は
４０
人
を
超
え
、
利
用
者

か
ら
は
好
評
を
得
て
い
ま

す
。フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、「
ま
か

せ
て
会
員
（
提
供
会
員
）」

に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
、

「
お
ね
が
い
会
員
（
依
頼
会

員
）」
か
ら
援
助
の
申
し
込

み
が
あ
れ
ば
、
同
セ
ン
タ
ー

が
マ
ッ
チ
ン
グ
（
仲
介
）
を

行
い
、
会
員
に
活
動
を
し
て

教
育
委
員
会
は
、
留
守
家

庭
児
童
会
の
入
会
児
を
募
集
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水山良子 南山西� 62-2260
62-2071北川多紀夫 

井上綾子 出垣内� 62-3856
中川初子 62-3353山 崎 �

62-1100中川夛平 

62-1255田中早苗 

62-5109江 津 �森 茂之 
62-0431杉本ひさみ 
62-1868

南山東�
北川和子 

同志社住宅�姫野有三 62-7369
和田正勝 高 木 � 62-1153
和泉幸子 62-5117
大辻伊和夫 62-0914

宮ノ口�井内初子 62-2919

62-1888二 又 �中川和子 
永島千代子 62-1870
川原林行雄 62-1818

山 本 �

大矢晶子 多々羅� 62-2517

岡嶋利朗 62-1891

65-0120水 取 �井上孝雄 
稲川康子 62-2991普賢寺�

打 田 � 65-0438藤澤 茂 

岡田彰夫 高 船 � 65-0412
中冨忠則 天 王 � 65-0257

小川善巳 62-5281

億 みき 62-3449

中田千枝子 62-5192

藤見三男 62-7454

63-4617儀俄幹子 

堀井幸子 62-8761

62-9511稲葉由起子 

谷口二郎 62-5637

谷村貴代子 62-2618

野添清子 62-7437

中西謙治郎 62-5269新田辺
東住宅�

新田辺西住宅�
南 雅朗 62-6898

62-8290西田ちゑ子 

前川初雄 62-2531

小峰イサヨ 63-5214

石本 満 63-0792

大日方千賀子 62-7618

63-0235藤本利枝 

吉永美智江 62-8009
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今井秀夫 62-6126

三島哲三 63-2827

石倉淳子 62-6443

松井ケ丘�

松 井 �
堀 勇  62-5028

63-3812馬谷孝子 

菊岡三美子 岡 村 � 62-3325

豊 繁  62-8562

伊達直貴 62-4559

藁谷正子 63-6244

62-2480A岡壽子 

中野早知子 63-1379

63-4540小林正昌 

北村節子 65-3409

健康ケ丘�

神谷ミチヨ 63-5771

62-0847西 八 �中村保夫 
青木二三代 63-2444

大住ケ丘�

吉村文子 63-1499

小畠壽子 62-0336
健康村�

三 野 � 62-2620岡本悦子 

東 林 �岩本百合子 62-2509

63-7657中嶋孝子 

山田直代 65-2283

井上正俊 65-5002

山下 隆 64-3714

赤澤幸子 65-1453

64-2938古野美重子 

加藤一雄 62-0283

62-0962西川千代子 

喜多美代子 62-4322

加藤雅美 62-0427

63-6443我堂敬典 
平井明榮 65-5718

花住坂�

豊中文夫 65-4252

金山 惠 65-2929

山手南�

65-1131宇都宮美恵子 

山手東・
中 央 �石井一美 65-3468

62-1665
薪�

市川之司 

田邊ますみ 62-2190

垣見 悌 63-2172

玉井和子 62-8805

岡本郁子 68-2639

63-0501北川利夫 

杉本美代子 62-9225

63-1803寺本綾乃 

興村米子 62-2295

木村敬子 62-1296

62-1401中村郁也 
下村喜久子 62-2203
小林江美子 62-3020

新 友和 62-0879
62-0531古川 宏 

岡田ゆき子 62-0606

63-7656北尾よう子 

63-7266北川恒代 
中川容子 62-1379
玉島郁子 62-2915

中川陽之助 62-5915

62-1466河原和子 

62-4640佐々木太三郎 

奥美惠子 62-3655

中坊安男 62-6655

濱田惠子 62-0937

奥西 進 62-2757

65-4321森下愼吾 
今村眞一 62-1575

尾松宏治 63-0308

橋本政子 63-2582

上村幹子 62-1897

府営住宅�

齊藤廉男 62-5581
62-5557四宮節子 

62-5470仲井すみ子 

東�

宮川美枝 63-5429
62-1504

新興戸�
�川秀夫 

三
山
木
普
賢
寺
民
生
児
童
委
員
協
議
会�

大

住

民

生

児

童

委

員

協

議

会

�

田
辺
民
生
児
童
委
員
協
議
会�

薪�

一休ケ丘�

田 辺 �

河 原 �

興 戸 �

田

辺

民

生

児

童

委

員

協

議

会

�

草
内
民
生
児
童
委
員
協
議
会�

飯 岡 �

草 内 �

東�

草

内

民

生

児

童

委

員

協

議

会�

１２
月
１
日
付
け
で
本
市

の
民
生
委
員
児
童
委
員
が

改
選
さ
れ
、
新
し

い
委
員
が
厚
生
労

働
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
担

当
の
地
区
で
活
動

す
る
区
域
担
当
委

員
が
１
１
７
人
、

主
と
し
て
児
童
問

題
に
関
す
る
活
動

を
す
る
主
任
児
童

委
員
が
８
人
と
な

っ
て
い
ま
す
。
任

期
は
３
年
間
で

す
。民

生
委
員
児
童
委
員

は
、
子
育
て
か
ら
お
年
寄

り
の
介
護
ま
で
、
福
祉
に

関
す
る
相
談
や
支

援
活
動
を
無
償
で

行
い
ま
す
。ま
た
、

地
域
ご
と
に
民
生

児
童
委
員
協
議
会

を
組
織
し
、
関
係

機
関
や
関
係
団
体

と
も
協
力
し
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
し

ま
す
。

民
生
委
員
児
童

委
員
＝
下
表
の
と

お
り問

合
せ
先
＝
社

会
福
祉
課
（
�
６４
・
１
３

７
１
）

育
児
の
相
互
援
助

育
児
の
相
互
援
助�

育
児
の
相
互
援
助

育
児
の
相
互
援
助�

育
児
の
相
互
援
助�

い
た
だ
き
ま
す
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、「
お
ね

が
い
会
員
」
と
「
ま
か
せ
て

会
員
」
の
会
員
募
集
説
明
会

と
研
修
会
を
行
い
ま
す
。

開
催
日
＝
２
月
６
日
�

対
象
＝
▼
お
ね
が
い
会
員

（
依
頼
会
員
）
…
市
内
に
在

住
ま
た
は
通
勤
す
る
、
生
後

２
か
月
〜
お
お
む
ね
１０
歳
ま

で
の
子
ど
も
を
持
つ
、
育
児

の
援
助
を
受
け
た
い
人
▼
ま

か
せ
て
会
員
（
提
供
会
員
）

…
市
内
に
在
住
す
る
育
児
の

援
助
を
行
い
た
い
人
▼
ど
っ

ち
も
会
員
（
両
方
会
員
）
…

市
内
に
在
住
す
る
お
ね
が

い
・
ま
か
せ
て
会
員
の
ど
ち

ら
も
兼
ね
た
い
人

お
ね
が
い
会
員
は
説
明
会

の
み
、
ま
か
せ
て
・
ど
っ
ち

も
会
員
は
説
明
会
と
研
修
会

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

お
ね
が
い
会
員
は
説
明
会

終
了
後
、
ま
か
せ
て
・
ど
っ

ち
も
会
員
は
研
修
会
受
講
後

に
会
員
証
を
お
渡
し
し
ま

す
。時

間
＝
▼
説
明
会
・
会
員

登
録
会
…
午
前
９
時
４５
分
〜

正
午
▼
研
修
会
・
会
員
登
録

会
…
午
後
１
時
〜
４
時
２０
分

場
所
＝
中
央
公
民
館

当
日
、
会
員
証
な
ど
に
貼

る
写
真（
縦
３
�
×
横
２
�
）

２
枚
と
印
か
ん
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

保
育
を
希
望
す
る
人
は
、

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

し
ま
す
。

申
込
書
配
布
開
始
日
＝
１

月
１１
日
�

申
込
方
法
＝
社
会
教
育
課

に
備
え
付
け
の
申
込
書
と
市

民
税
課
税
状
況
等
調
査
承
諾

書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、

平
成
１６
年
源
泉
徴
収
票
ま
た

は
確
定
申
告
書
の
コ
ピ
ー
・

在
職
証
明
書
と
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
料
（
年
間
５
０
０
円

と
振
り
込
み
手
数
料
２０
円
）

を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い申

込
期
間
＝
平
成
１７
年
１

月
２６
日
�
〜
２９
日
�

申
込
時
間
＝
午
前
８
時
３０

分
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
６

時
。
た
だ
し
、
１
月
２９
日
�

は
午
後
５
時
ま
で
で
す

申
込
場
所
＝
市
役
所
４
０

３
会
議
室

平
成
１６
年
度
の
留
守
家
庭

児
童
会
の
入
会
児
も
入
会
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会

教
育
課（
�
６４
・
１
３
９
３
）

留
守
家
庭
児
童
会
と
は
、

学
研
都
市
記
念
公
園

２３
日
は
臨
時
オ
ー
プ
ン

関
西
文
化
学
術
研
究
都
市

記
念
公
園
の
休
園
日
は
毎
週

木
曜
日
で
す
が
、
天
皇
誕
生

日
に
あ
た
る
１２
月
２３
日
は
祝

日
の
た
め
臨
時
開
園
し
ま

す
。

ファミリー
サ ポ ー ト

福
祉
相
談
や
支
援
活
動
を
行
う

125人が厚生労働大臣から委嘱

民
生
児
童
委
員
が
決
ま
る�

民
生
児
童
委
員
が
決
ま
る�

民生児童委員が決まる�民生児童委員が決まる�民生児童委員が決まる�
会
員
募
集
説
明
会
と
研
修
会

留守家庭
児 童 会

入
会
児
募
集
し
ま
す

放
課
後
に
児
童
を
育
成

タ
ー
（
�
６２
・
１
１
７
５
）

「
お
ね
が
い
会
員
」
は
随

時
、
説
明
会
を
開
い
て
い
ま

す
。

な
お
、
２４
日
�
は
２３
日
の

振
り
替
え
と
し
て
休
園
。
ま

た
、
年
末
年
始
は
、
１２
月
２８

日
�
か
ら
平
成
１７
年
１
月
４

日
�
ま
で
休
み
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
関
西
文
化
学

術
研
究
都
市
記
念
公
園
管
理

事
務
所（
�
９３
・
１
２
０
０
）

保
護
者
が
労
働
ま
た
は
疾
病

な
ど
の
理
由
で
長
期
に
わ
た

り
、
学
校
の
放
課
後
や
家
庭

で
児
童
を
保
護
育
成
す
る
者

が
い
な
い
家
庭
の
う
ち
、
保

護
者
の
希
望
に
よ
り
小
学
校

１
〜
３
学
年
ま
で
の
児
童
の

放
課
後
の
生
活
を
保
護
育
成

す
る
児
童
会
の
こ
と
で
す
。

現
在
開
設
中
の
留
守
家
庭

児
童
会
は
、
田
辺
東
・
田

辺
・
草
内
・
大
住
・
桃
園
・

薪
・
三
山
木
・
松
井
ケ
丘

で
、
通
学
小
学
校
内
の
児
童

会
入
会
を
原
則
と
し
て
い
ま

す
。

同
志
社
大
学
京
田
辺
校
地
で

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
な
ど
配
置

同
志
社
大
学
学
生
支
援
課
は
、「
Ｍ

ｅ
ｘ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
　
Ｖ
ｉ
ｄ
ｅ
ｏ
　
Ａ
ｒ

ｔ
　
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ
」
を
開
き
ま
す
。

同
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に
１２

台
の
プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
と
大
型
ス
ク

リ
ー
ン
を
配
置
し
、
メ
キ
シ
コ
ア
ー
ト

界
の
新
し
い
表
現
手
法
で
画
像
を
製
作

し
た
３
人
の
作
品
を
放
映
し
ま
す
。

開
催
日
＝
１２
月
２１
日
�
・
２２
日
�
・

２４
日
�

時
間
＝
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
。
た

だ
し
、
２４
日
�
は
午
後
４
時
ま
で
で
す

場
所
＝
同
志
社
大
学
京
田
辺
キ
ャ
ン

パ
ス問

合
せ
先
＝
同
志
社
大
学
学
生
支
援

課
（
�
６５
・
７
４
１
０
）

３人の作品を放映メキシコアート界

新しい表現手法で画像作成�新しい表現手法で画像作成�


